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著者◎太田和 功一（おおたわ・こういち） 

東京生まれ。キリスト者学生会（KGK）総主事、国際福
音主義学生連盟（IFES）東アジア地区副総主事として従
事。クリスチャンライフ成長研究会（CLSK）総主事と
して、国内およびアジアの国々でリトリートを導く。
現在、CLSK シニアアドバイザー。 
著書：『しばし立ち止まり、ふり返る』（あめんどう）『ア
ジアのキリスト者とともに』（いのちのことば社 )

訳書：ナウエン『静まりから生まれるもの』『いま、こ
こに生きる』『主の憐れみを叫び求めて』（あめんどう）

  あるとき、「君は休息をどのように取っているのか」と問われてこう答えました。「することが多すぎて、

取れていません」。すると、「君は必要に仕えているのか。それとも主に仕えているのか」と重ねて問わ

れました。──過去をふり返ることの意味とは？  休息をどのように取り、自分の魂のケアをどうしたら

よいのか？ こうした体と心と魂のケアの試みと実践が本書の基になっています。 

 「立ち止まることのない生活は、心を置き去りにして旅をしているようなものです。旅の途上でのいろ

いろな出来事に遭遇し、さまざまな経験をしても、それらの意味、自分にとっての意義を見出さないなら、

人生の旅をしているというより、時空をただ移動しているに過ぎないと言えるでしょう。」

 著者の霊的危機と良き師との出会い。そこから始まった聖書の言葉の黙想と人生のふり返り。静まりと

神の臨在を求める旅の成果が、一巻にまとまりました。
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人生のふり返りと生活の中の霊性

 『しばし立ち止まり、ふり返る』 

 に続く第２弾！


